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弔
ふ
法
も
彼
岸
の
。
〳
〵
。
橋
の
供
養
を
な
さ
う
よ
。

是
は
秩
父
の
庄
司
重
忠
に
て
候
。
是
に
御
座
候
ふ
は
。
二

位
の
頼
朝
卿
に
て
お
は
し
ま
す
。
さ
て
も
此
君
奢
る
平
家

を
打
ち
平
ら
げ
。
天
下
一
統
に
治
り
。
征
夷
将
軍
の
宣
旨

を
蒙
り
。
誠
に
ゆ
ゝ
し
き
御
威
光
に
て
候
。
こ
ゝ
に
稲
毛

の
三
郎
重
成
の
御
亡
妻
は
。
内
縁
の
御
事
な
れ
ば
。
様
々

御
弔
ひ
な
さ
れ
候
ふ
中
に
も
。
相
模
川
に
橋
を
か
け
。
御

菩
提
を
御
弔
ひ
候
。
則
ち
成
就
仕
り
。
今
日
橋
の
供
養
の

「「「「「「「「

ワ
キ
次
第詞

立
衆

ワ
キ

立
衆

ワ
キ

立
衆

ワ
キ

た
め
。
在
鎌
倉
の
大
名
小
名
御
供
に
て
。
相
模
川
へ
御
出

馬
な
さ
れ
候
。

頃
は
建
久
九
年
十
二
月
。
先
づ
御
供
に
は
北
条
殿
。

一
条
板
垣
和
田
秩
父
。

逸
見
竹
田
小
笠
原
。

梶
原
佐
々
木
。

土
肥
。

土
屋
。
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お
の
〳
〵
供
奉
し
申
し
つ
ゝ
。
〳
〵
。
道
の
警
衛
花
や
か

に
。
ま
だ
冬
籠
る
梅
沢
や
。
大
磯
小
磯
打
ち
過
ぎ
て
。

相
模
川
に
も
着
き
に
け
り
。
〳
〵
。

さ
て
橋
の
東
に
御
仮
屋
を
設
け
。

橋
の
上
に
は
若
宮
の
別
当
。

出
世
の
供
僧
数
百
余
人
。

橋
の
中
央
に
百
味
の
飲
食
幡
花
鬘
。

舞
歌
の
舞
人
児
楽
人
。

「「「「「「「「「「
地

ワ
キ
サ
シ僧

立
衆

ワ
キ僧

立
衆

ワ
キ

二
人地

西
の
つ
め
に
は
警
固
の
兵
士
。

直
冑
に
て
数
千
人
。

既
に
供
養
ぞ
始
り
け
る
。

有
難
の
け
し
き
や
。
伶
人
は
五
常
楽
。
波
に
響
き
て
妙
な

れ
や
。
玉
の
幡
風
に
靡
き
色
め
く
は
。
五
色
の
雲
と
あ
や

ま
た
れ
。
金
銀
の
作
り
花
。
照
る
日
に
映
じ
偏
に
。
華

蔵
世
界
を
我
国
に
。
移
し
け
る
か
と
過
た
れ
。
沈
香
の
匂

ひ
風
に
薫
じ
。
異
香
四
方
に
充
ち
満
ち
。
生
れ
な
が
ら
に
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極
楽
の
。
台
に
上
る
気
色
に
て
。
お
の
〳
〵
肝
に
銘
じ
け

り
。
〳
〵
。

別
当
鈴
振
り
立
て
ゝ
。
法
華
八
講
高
ら
か
に
。
衆
僧
同
音

の
読
誦
に
。
天
人
も
舞
ひ
下
り
。
中
有
那
落
の
罪
人
も
。

今
こ
の
時
に
浮
む
ら
ん
。
山
色
も
変
り
。
川
水
も
緑
色
ま

し
。
鱗
も
浮
み
出
で
。
ま
し
て
尊
霊
成
仏
。
疑
ひ
な
し

と
結
願
の
。
鐘
の
声
は
非
々
想
。
悲
想
天
へ
響
く
ら
ん
。

秩
父
は
其
日
の
奉
行
と
し
て
。
橋
の
東
西
に
目
を
配
り
。

「「「「「「
ク
セ

ワ
キ僧

ワ
キ僧

ワ
キ

事
を
静
め
て
執
り
行
ふ
。

如
何
に
秩
父
殿
。

何
事
に
て
候
ふ
ぞ
。

か
ゝ
る
妙
な
る
御
供
養
。
諸
天
も
納
受
あ
る
べ
き
処
に
。

不
思
議
や
晴
天
か
き
曇
り
。
時
な
ら
ぬ
箱
根
山
に
。
電
光

す
る
を
見
給
ひ
た
る
か
。

誠
に
海
上
の
気
色
か
は
り
。
西
よ
り
波
浪
漲
り
て
。
げ
に

只
な
ら
ぬ
そ
の
気
色
。
別
当
油
断
し
給
ふ
な
よ
。
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御
心
易
く
思
し
召
せ
。
朝
敵
な
ら
ば
武
士
の
わ
ざ
。
魔
軍

化
生
の
障
り
な
ら
ば
。
法
力
を
以
て
沈
む
べ
し
と
。
神
呪

を
唱
へ
印
を
結
び
。
遥
に
其
方
を
見
上
ぐ
れ
ば
。

不
思
議
や
川
波
立
ち
帰
り
。
〳
〵
。
玉
衣
の
児
を
鳳
輦
に

乗
せ
て
。
香
衣
の
尼
公
伴
ふ
跡
よ
り
。
百
官
卿
相
馬
武
者

徒
歩
武
者
。
波
上
に
顕
れ
。
扇
子
を
あ
げ
て
ぞ
招
き
け
る
。

抑
是
は
平
家
の
一
門
。
西
海
四
海
に
名
を
揚
げ
し
。
能
登

の
守
教
経
な
り
。
あ
ら
珍
し
や
如
何
に
頼
朝
。
過
ぎ
し
恨

「「「「「「
僧地

シ
テ地

ワ
キ地

を
報
ぜ
ん
と
。

声
を
し
る
べ
の
西
海
の
底
に
。
一
門
の
沈
み
し
そ
の
有
様

に
。
又
頼
朝
を
水
屑
と
な
さ
ん
と
。
夕
波
の
長
刀
取
り
直

し
。
水
車
波
の
紋
。
河
水
を
蹴
立
て
。
真
砂
を
吹
き
上
げ
。

眼
も
暗
み
心
も
乱
れ
て
。
お
の
〳
〵
前
後
を
忘
じ
け
り
。

重
忠
少
し
も
さ
わ
が
ず
し
て
。

重
忠
少
し
も
騒
が
ず
し
て
。
打
物
抜
き
持
ち
言
葉
を
か

は
し
。
彼
怨
霊
と
戦
ひ
け
る
を
。
別
当
押
し
隔
て
。
数
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珠
さ
ら
〳
〵
と
押
し
も
ん
で
。
千
手
の
陀
羅
尼
尊
勝
陀
羅

尼
。
秘
密
の
神
呪
を
責
め
懸
け
〳
〵
唱
へ
給
へ
ば
。
悪
霊

次
第
に
遠
ざ
か
る
を
。
南
無
か
ら
た
ん
な
う
。
大
ひ
ゑ
ん

も
の
ふ
ひ
じ
ん
し
ゆ
と
。
祈
り
給
へ
ば
。
不
思
議
や
東
よ

り
。
鳩
吹
く
風
に
化
鳥
あ
ら
は
れ
。
か
の
悪
霊
を
遥
に
蹴

立
て
。
嗔
り
を
な
せ
ば
。
た
ゞ
雪
霜
の
消
々
と
。
た
ゞ
雪

霜
の
消
々
と
。
立
つ
波
に
紛
れ
て
失
せ
に
け
り
。

底
本
：
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョン
『
謡
曲
評
釈 

第
一
輯
』
大
和
田
建
樹 

著

1011


